
 

 研編ー5 

１ 目的 

 算数科では，学校の算数授業の文脈では解決可

能な問題についても，算数授業外の文脈において

は，解決ができないという点が問題として指摘さ

れている。そのため，後に出会う文脈と類似した

文脈でのオーセンティックな学習（真正な学習）

という概念に注目することで，学習した文脈に依

存しない学力の形成を図ることが算数科の課題の

一つであるといえる。 

 本研究の目的は，以下の二点である。 

第一に，オーセンティックな学習を算数科にお

いて成立させる授業に必要な要件を整理すること

である。 

第二に，整理された要件に依拠した算数科のオ

ーセンティックな授業を提案，実践し，その授業

の分析を通じて，今後の実践への有効な示唆を得

ることである。 

２ 方法 

授業要件の整理 

 オーセンティックな授業を成立させる要件と

その枠組みについて，学習科学や他教科の先行研

究のレビューを行い，整理することで授業要件を

整理した。 

実践授業 

 第６学年「資料の調べ方」の単元について，「授

業要件の整理」で導出した，オーセンティックな

授業に求められる要件を参照しながら単元計画を

作成し，実践を行った。その後，実践授業の様子

を収めた VTR や板書記録などの質的分析を行っ

た。なお，実践の対象は都内国立大学附属小学校

の２学級の児童であった。 

３ 結果 

 第一に，学習科学や他教科等のオーセンティッ

クな学習に関する先行研究のレビューから，表１

のような要件と枠組みが整理された。 

 第二に，表１の要件に留意しながら，第６学年

「資料の調べ方」単元計画を作成した。具体的に

は単元を通じて「ドッジボール大会をしよう」い

う目的を設定し，本時の課題を「２つのチームの

（ドッジボールの）うまさが互角になるようにチ

ームを分けよう」とした。 

４ 考察 

 オーセンティックな学習場面（ドッジボールの

チームを互角に分けるにはどうすればよいか）に

出会うことで，多くの統計量を，実感を伴って児

童が導出していた点が成果である。 

 一方，数理的に処理可能でない要素が含まれた

オーセンティックな課題によって，導入場面にお

いて児童が困惑する様子が見られたことから，学

習課題の精査が今後の課題であった。 

 

表 1 オーセンティックな授業を成立させる要件と授業の枠組み 

 オーセンティックな授業の枠組み 

課題 教授／指導 評価 

要 

件 

実用的文脈 

現実世界の場面状況を反

映した文脈 

足場かけ／スモールステ

ップの慎重な配置 

オーセンティック 

・アセスメント 

（パフォーマンス評価） 

学習者にとって有意味な

文脈 

必要となる知識・スキルの

有意味な可視化 

学問的・ 

文化的文脈 

既有の知識やスキルが活

用可能な文脈 

多様な学習材（リソース）

の準備 

習得する知識やスキルが

埋め込まれた文脈 
他者との協同的な活動 
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